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嚥下機能低下の概念

• 嚥下機能低下の概念は，加齢による摂食嚥下
機能の低下が始まり，明らかな障害を呈する前
段階での機能不全を有する状態である。

それぞれの問を5段階（0 
点：問題なし～4 点：ひどく
問題）で回答し，次のいずれ
かの状態であるものを嚥下機
能低下とする。

（1）合計点数が3点以上

（2）15項目のうちAの項目
が3つ以上

user
タイプライタ
一般社団法人 日本老年歯科医学会　2016.11.22



2

代替検査方法

• 臨床症状として，自記式質問票「聖隷式
嚥下質問紙」による評価

大熊るり，藤島一郎，小島千枝子，北條京子，武原格，本橋豊：摂食・嚥
下スクリーニングのための質問紙の開発，日摂食嚥下リハ会誌，6：3～8，
2002．
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嚥下機能低下と評価された場合の注意点

EAT-10または聖隷式嚥下質問紙にて嚥下機能低下
と評価された者のなかには，嚥下障害（保険病名として
の「摂食機能障害」）患者が含まれる。

したがって嚥下機能低下の評価がされた場合，さらに嚥
下のスクリーニングテスト（反復唾液嚥下テスト，改訂水
飲みテスト，頸部聴診法）を行い，必要に応じて精密
検査（VF，VE）を実施し，摂食嚥下機能に明らかな
異常が認められた場合には，嚥下機能低下ではなく「摂
食機能障害」と診断され，専門的介入が必要となる。
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